
１　歳入・歳出要求額（総額） （単位：千円）

特　定　財　源 一　般　財　源

歳　入　予　算　額　　 Ａ 22,596,853 8,017,602 14,579,251

歳　出　予　算　額　　 B 24,500,265 8,017,602 16,482,663

差　 　　引　　 　額  Ａ－Ｂ △ 1,903,412 - △ 1,903,412

２　歳入・歳出査定額（総額） （単位：千円）

特　定　財　源 一　般　財　源

歳　入　査　定　額　　 ａ △ 466,853 △ 442,537 △ 24,316

歳　出　査　定　額　　 ｂ △ 1,550,265 △ 442,537 △ 1,107,728

差　 　　引　　 　額  ａ－ｂ 1,083,412 - 1,083,412

３　最終予算額（総額） （単位：千円）

特　定　財　源 一　般　財　源

歳入予算額　α＝ Ａ＋ａ 22,130,000 7,575,065 14,554,935

歳出予算額　β＝ Ｂ＋ｂ 22,950,000 7,575,065 15,374,935

差　 引 　額    α－β　 △ 820,000 - △ 820,000

※　財源不足額（８億２千万円）については、財政調整基金等の各基金から補てんする。

４　基金残高（普通会計活用分）の推移 （単位：千円）

区　　　　分 ２７年度末 ２８年度末（見込） ２９年度（当初）

財 政 調 整 基 金 1,605,503 1,349,870 749,870

減 債 基 金 609,757 465,321 245,321

そ の 他 特 定 目 的 基 金 1,194,332 1,389,448 1,430,062

計 3,409,592 3,204,639 2,425,253

※　「２８年度末（見込）」は、一般会計３月補正予算（第４号）までの増減を反映した基金残高である。

※　「２９年度（当初）」は、２９年度当初予算における財源不足額を補てんした後の基金残高である。
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